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With the focus on the Lijiang area of Yunnan Province, China, 
this research looks into Dongba characters, its unique shapes 
and religious background. This is in order to establish a basic 
research for Dongba characters and the development of new 
visual communication tools. This study involves the 
consideration of the principle of Dongba characters and the 
fieldwork regarding the surroundings where the characters 
are actually used and its mechanism of the characters in order 
to re-design the Dongba characters. By considering the 
representation of the visual language of precedent and the 
structure of Chinese characters, the research also attempts to 
explore the possibility of the Dongba characters as a form of 
expression. The research was concluded as follows. Because of 
its readability of Dongba characters, Dongba character as a 
system of visual language could be created by jointing spatial 
axis, verbs and other representatives of symbols accordingly. 
On the other hand, there are some drawbacks such as 
difficulties in writing, transmitting and memorizing the 
characters. These however could be solved by applying the 
principle of Chinese characters which are easy to write, to 
transmit and to remember.   











































































































































おいては時間軸( 現在、 過去、 未来)の記号を表
す以外、さらに 上、 下、 左、 右、 東、 西、
北、 南、 あがる、 落ちるなどの空間軸、動詞記号を表
した。また、英語に準じて左より主語＋述語と並び、視覚言語
としてのトンパ文字の表現の可能性を試みた。例えば図4にお
ける牛と川は本来関係ない二つの言葉だが、「牛は川の上に落
ちた(The	cattle	fell	into	of	the	river)」という動詞(～
する)を付け加えると二つの言葉の関係が付けられる。
						
7-2)　漢字形態と似た表現の可能性について
　近年、麗江では観光化が進んだ結果、ナシ族語を使用する
機会が減少している。一方、本来あまり普遍的ではないトンパ
文字の使用頻度はさらに減少している傾向があり、ナシ族の伝
統文化への伝承にとっては大きな阻害となっている。それはト
ンパ文字自体が象形(絵 )であるため、文字としての記述、伝
達の機能に欠け、覚えにくいという欠点が最大の理由であろう
と考えられる。
　漢字書体は本来の象形性を保ちながら、時代のニ ズーによっ
て甲骨文、金文、篆書、隷書、楷書、そして現代の草書など
の形に変遷していった。3節に述べたように、トンパ文字の造
字原理は「象形」「指事」「形声」「会意」「転注」「仮借」６種
類に分類でき、漢字の造字
原理と酷似する。トンパ文
字を普遍的に後世に押し広
めるために、本研究ではト
ンパ文字の形態を漢字と同
様、さらに簡略化させ、書
きやすく、覚えやすい形態
に進化させる必要性がある
と考えた。図 5は取り上げられたトンパ文字の人字例であり、
漢字の構造を参照に作られた漢字風の文字である。いずれもト
ンパ文字本来の象形性を保っている。
8)　まとめ
　本研究はトンパ文字の造字原理の考察をはじめ、現地によ
るフィールドワーク調査、トンパ文字を再デザインする仕組み、
また、先例の視覚言語の表現や漢字の構造をも分析の視野に
入れ、トンパ文字の表現の可能性について研究を進めた。象
形文字としてのトンパ文字は判読性が高いため、視覚言語を表
現するものとして、学習負担が軽く、短時間以内でマスターで
きるという利点があるが、煩瑣な絵文字の字形は言語記号と表
現としてはふさわしいとは言えない。今後は煩瑣な字形を再デ
ザインし、ロコス絵文字システムを基づきながらトンパ文字とし
ての視覚言語のシステムを構築したいと考える。
　一方、漢字形態と似たトンパ文字の表現に関する研究は、漢
字の変遷原理と関わる「文字学」の調査をさらに行い、それを
トンパ文字の形態、意味と比較し、分析する必要がある。しかし、
ここではひとまず、本研究に提示した視覚言語(絵 )としての
トンパ文字表現と文字(漢字似た形態 )としてのトンパ文字表
現の二つ仮説を本研究の基盤研究の成果として位置づけ、今後
はそれをベ スーにトンパ文字とビジュアルコミュニケーションデ
ザインの表現の可能性についてさらに深く探究したいと考える。
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